
§熱分解GC-MS分析(Py-GC-MS)は、 検体を急速加熱することで発生

した分解物をGC-MSで解析し、合成樹脂の主成分を特定する手法

で、接着剤の評価にも有効です。
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§接着剤はあらゆる製造プロセスで用いられ、接着する部材、環境、

目的に合わせて、その種類も多岐にわたり存在します。一方、密着

不良、硬化不足、ブリードなどの接着剤に特有な不具合も散見され

ます。これらの問題解決のために成分分析は有効ですが、使用量

が少ないと最も簡便なＩＲ分析では結果が得難い場合があります。

Py-GC-MSでは針先ほどの微量サンプルであっても原因究明に有

効な成分情報が得られます。



§２液混合型接着剤の硬化不良品をPy-GC-MSで測定した事例です。

当該接着剤はビスフェノールA系のエポキシ樹脂ですが、正常硬化

品と比較して硬化不良品の場合、長鎖脂肪族アミンとイミダゾールの

検出量が少ないことが分かります。このことから、硬化不良の原因は

アミン系硬化剤の配合量不足と推定されました。

§お気軽にご相談下さい。豊富な経験・実績・高い技術力で信頼性の

高いデータをご提供します。
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